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２．業績の概要

３．受賞のポイント

本研究業績は、タンパク質の架橋結合（ジスルフィド結合）の網羅的かつ迅速な解析手
法を新たに開発するとともに、本手法を新たなアレルゲン検出技術の開発等に応用し、
その有効性を実証した点で評価できる。また、本成果は、低アレルゲン作物・食品の開
発を目指した共同研究に発展するなど、農業・食品産業での活用が期待される。

主な業績

タンパク質の架橋結合（ジスルフィド結合）の形成・切断は、タンパク質・酵素の特
性を大きく変化させることから、生物において重要な役割を果たしていることが明らか
になってきている。
本研究では、架橋結合に関わっているアミノ酸残基を特異的に蛍光修飾し、二次元電

気泳動と組み合わせることにより、架橋結合に変化を生じたタンパク質を網羅的に解析
する手法を開発した。本法では、細胞中の数多くのタンパク質のうち架橋結合の変化を
生じたものだけを迅速に識別することができることから、細胞の生理調節機構の解明に
有用である。
また、タンパク質の構造を強固に保つ架橋結合がタンパク質の分解抵抗性に関わり、

ひいてはアレルゲン性に関係しているとの前提に立って、本法をアレルゲン物質の検出
に応用したところ、ハウスダスト、花粉、穀物について既知アレルゲンタンパク質に加
え、新規アレルゲン候補タンパク質を見出す等、本法の有用性を実証した。
当該業績は数多くの国際誌に引用されるとともに、内外の産官学の研究機関で応用さ

れつつある。例えば、植物では種子の登熟・発芽生理や光合成、酸化ストレス耐性、耐
病性等に関連する新しい架橋結合制御機構が解明されている。出願中の特許「アレルゲ
ンの検出方法」は複数の企業で利用されている。
本成果は、将来的には架橋結合制御を応用した新規有用作物、医薬品、低アレルゲン

化技術の開発に寄与し、新産業創出への貢献が期待される。
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受賞業績のイメージ

架橋結合タンパク質の網羅的解析手法の開発

架橋（S-S） 結合の状態が変化したタンパク質を簡単に検出

アレルゲン検出技術への応用

ピーナッツやコメのアレルゲンには架橋結合したタンパク質が多い

架橋結合はアレルゲン性に寄与するとの前提で
架橋結合の選択的な検出により、アレルゲンを

検出できないか？

アレルゲンタンパク質の構造的な特徴に基づいた初めての検出法として
新規アレルゲンの発見や低アレルゲン化戦略の開発への応用が期待される。

（特許出願→民間企業２社に使用許諾し、共同研究を進めている。）

架橋結合の変化はタンパク質・酵素の特性を大きく変化させる
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(注)二次元電気泳動：タンパク質を大きさと酸性度で分析する手法
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